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て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

頭
を
打
っ
た
事
を
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
い
て
、

ひ
ょ
っ
と
し
て
、
あ
の
日
の
事
と
関
係
あ
る
か

な
と
思
っ
て
、
脳
神
経
外
科
を
受
診
で
き
た
ら

大
正
解
で
す
。
血
腫
量
が
多
く
て
症
候
性
の
場

合
に
は
、
通
常
、
局
所
麻
酔
下
に
穿
頭
洗
浄
除

去
ド
レ
ナ
ー
ジ
※
１
手
術
を
施
行
し
ま
す
。
こ
の

手
術
は
侵
襲
度
が
低
く
、
脳
神
経
外
科
手
術
の

内
で
も
比
較
的
簡
単
な
手
術
の
一
つ
で
す
の
で
、

超
高
齢
で
あ
っ
て
も
手
術
適
応
と
な
り
え
ま
す
。

難
治
性
の
症
例
に
は
、
開
頭
に
よ
る
慢
性
硬
膜

下
血
腫
除
去
術
や
中
硬
膜
動
脈
塞
栓
術
を
施
行

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
手
遅
れ
に
な
る
と
、

死
亡
し
た
り
重
篤
な
後
遺
症
が
残
っ
た
り
し
ま

す
。
一
方
、
血
腫
が
小
さ
く
脳
圧
亢
進
症
状
が

軽
微
な
場
合
に
は
、
漢
方
薬
服
薬
や
経
過
観
察

の
み
で
血
腫
の
自
然
消
失
が
得
ら
れ
る
事
も
あ

り
ま
す
。
基
本
的
に
は
予
後
良
好
な
疾
患
で
す

が
、
８
～
20
％
の
頻
度
で
手
術
後
の
再
発
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ド
レ
ン
チ
ュ
ー
ブ
※
２
を
留

置
し
な
い
術
式
も
あ
り
ま
す
が
、
ド
レ
ナ
ー
ジ

を
併
用
し
た
方
が
再
発
率
が
低
い
と
い
う
報
告

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
と
は
別
で
、
生
後
３
～
９

か
月
頃
の
小
児
に
発
症
す
る
慢
性
硬
膜
下
血
腫

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
に
は
硬
膜
下
穿
刺

の
み
で
治
療
可
能
な
例
が
多
い
で
す
。

　

下
の
頭
部
Ｃ
Ｔ
画
像
は
、
当
院
で
治
療
し
た

１
０
０
代
の
女
性
の
慢
性
硬
膜
下
血
腫
で
す
。

進
行
す
る
認
知
症
と
右
上
下
肢
麻
痺
が
あ
っ
て

来
院
し
ま
し
た
。
大
量
の
左
慢
性
硬
膜
下
血
腫

が
認
め
ら
れ
、
切
迫
脳
ヘ
ル
ニ
ア
を
呈
し
て
い

ま
し
た
。
脳
の
圧
迫
、
圧
排
が
重
度
で
、
病
側

の
脳
溝
（
し
わ
）
が
消
失
し
て
い
ま
し
た
。
中

心
線
の
偏
位
（
m
i
d
l
i
n
e 

s
h
i
f
t
）

と
合
わ
せ
て
、
こ
の
脳
溝
消
失
が
手
術
適
応
を

決
定
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。
こ
の
例
で
は
可

及
的
速
や
か
に
手
術
を
施
行
し
、
か
な
り
長
期

間
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
要
し
ま
し
た
が
、

元
気
に
施
設
に
帰
所
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
の

場
合
、
手
術
後
の
管
理
が
大
変
重
要
で
、
厳
重

な
全
身
管
理
、
地
道
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

等
々
、
医
師
は
勿
論
の
こ
と
、
看
護
師
、
介
護

福
祉
士
、
薬
剤
師
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
療

法
士
、
臨
床
検
査
技
師
、
放
射
線
技
師
、
管
理

栄
養
士
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
事
務

職
員
ら
多
職
種
チ
ー
ム
医
療
が
肝
要
で
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、
全
仁
会
グ

ル
ー
プ
の
総
合
チ
ー
ム
医
療
で
更
な
る
地
域
貢

献
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
頭
を
打
っ
て
か

ら
何
か
月
も
た
っ
て
忘
れ
た
頃
に
、
急
に
異
常

が
出
る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、『
頭
を
打
っ
た

ら
、
そ
の
日
付
を
絶
対
に
忘
れ
な
い
で
』。

※
１　

 

体
内
に
溜
ま
っ
た
不
要
、
あ
る
い
は
余
分
な
液
体
を

体
外
へ
排
出
さ
せ
る
。

※
２　

 

ド
レ
ナ
ー
ジ
を
す
る
際
、体
内
に
挿
入
、留
置
す
る
管
。

100代の女性／左側の慢性硬膜下血腫
反対側と比較して、脳のシワが無くなっている。

　

気
を
つ
け
て
い
た
つ
も
り
で
も
、
う
っ
か
り

頭
を
打
つ
事
は
よ
く
あ
る
も
の
で
す
。
た
と
え

軽
く
頭
を
ぶ
つ
け
た
だ
け
で
も
、
直
接
頭
は
打

た
ず
尻
も
ち
を
つ
い
た
だ
け
で
も
、
頭
に
衝
撃

が
あ
っ
た
ら
、
決
し
て
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

じ
ゃ
あ
何
を
忘
れ
な
い
の
か
？ 

頭
を
打
っ
た

事
を
で
す
。「
何
月
何
日
に
頭
を
打
っ
た
」
と
い

う
事
実
を
で
す
。
頭
部
外
傷
等
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
数
週
間
か
ら
数
か
月
後
に
、
慢
性
硬
膜

下
血
腫
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
５
人
の

内
４
人
程
は
、
比
較
的
軽
度
な
頭
部
外
傷
が
原

因
と
な
り
ま
す
。
５
人
の
内
１
人
は
、
原
因
と

な
る
外
傷
が
思
い
当
た
ら
な
い
か
、
覚
え
て
い

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
頭
部
外
傷
後
す
ぐ

で
は
な
く
日
に
ち
が
た
っ
た
慢
性
期
に
、
硬
膜

と
脳
と
の
間
す
な
わ
ち
硬
膜
下
に
、
血
が
緩か
ん

徐じ
ょ

に
溜
ま
っ
て
脳
を
圧
迫
し
て
い
く
疾
患
で
す
。

け
が
か
ら
半
年
以
上
た
っ
て
発
症
し
た
例
も

あ
り
ま
し
た
。
出
血
が
じ
わ
じ
わ
と
進
ん
で

頭
痛
が
激
し
く
な
り
、
片
麻
痺
や
意
識
障
害

が
急
激
に
増
悪
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

認
知
症
が
出
現
、
進
行
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

全
仁
会
ニ
ュ
ー
ス
２
０
２
２
．５ 

春
号
「
急
に

ニ
ン
チ
が
進
ん
だ
」
で
、
涌
谷
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
長
が
、
脳
の
病
気
に
挙
げ
て
い
た

通
り
で
す
。

　

高
齢
者
に
多
い
病
気
で
す
が
、
20
代
で
発
症

し
た
例
も
経
験
し
ま
し
た
。
抗
血
小
板
薬
や
抗

凝
固
薬
を
内
服
し
て
い
る
人
は
リ
ス
ク
が
高
い

と
か
、
水
頭
症
に
対
す
る
シ
ャ
ン
ト
手
術
を
受

け
た
人
は
リ
ス
ク
が
高
い
と
か
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
自
分
は
未
だ
大
丈
夫
、
関
係
無
い
と
思
っ

て
も
、
親
や
家
族
、
周
り
の
人
に
注
意
を
促
し

頭を打ったら、忘れないで
倉敷平成病院 副院長　脳神経外科

篠山　英道

医療を知る、
病気を知る。

特 集
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脳神経外科
脳腫瘍・脳血管障害・頭部外傷・水頭症などの脳の病態で外科的処置を要する疾患を主体として診療しています。

脳神経外科専門医が４人体制で、24時間緊急手術も対応しています。

また、脳卒中内科、脳神経内科、麻酔科とチーム医療を実施し、t-PA治療を含む脳梗塞急性期治療を行っております。

副院長　篠山　英道
資格：�日本脳神経外科学会専門医、
� 日本定位・機能神経外科学会�
� 　機能的定位脳手術技術認定医、
� 日本リハビリテーション医学会、
� 日本脳卒中の外科学会� など

月 火 水 木 金 土

午前
�8:30～12:00 高尾聡 篠山 （手術） 高尾聡

重松

篠山
9:00～
水田

担当医

午後
13:30～17:00

～16:00
重松

第4週 14:30～
杉生

第1・3・5
15:00～
石田

―

外来診療表
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Pick Up!　ピックアップ

リハビリテーションセンター
作業療法部門

基本、応用、社会適応　３つの能力を維持・改善

作業療法では、難しくなった動作がなぜ
難しいのか評価し、問題のある機能を回
復させたり、代替え手段の練習をします。

「ピックアップ」では、リハビリ
テーションの３部門を連載紹介し
ています。今号は第２弾「作業療
法部門」です。

　作業療法の「作業」とは、食べたり、

入浴したり、仕事をしたり、日常生

活に関わるすべての諸活動のことを

指しています。ですから、誰でも「作

業」をしていると言えます。

　作業療法では、普段何気なく行っ

ている活動や作業が病気やけがでむ

ずかしくなったときに、機能訓練だ

けではなく今までとは違う方法や道

具の利用を提案し、自分らしさを取

り戻すお手伝いをします。

　作業療法は英語ではOccupational Therapy といい、

OTと略されます。Occupatinonal には 「職業・業務・

楽しみや日常生活として費やす時間のこと」 という意味が

あります。

　日常的に行われる食事や入浴、調理や買い物といった家

事動作、通勤や通学といった移動、生きがいや生活の糧で

もある仕事や趣味、どれも人が生きていく上で必要な事で

す。作業療法ではそういった行為を再び行えるように、基

本的な機能訓練はもちろん、他にも様々な手段を用います。

　当院で行っている作業療法の一部を紹介します。

4



ADL、IADL

　スプリントとは、肘～手指の症状に対し、固定・安静の目的で使
用したり、手指の動きに対応する機能を持たせたりしたものの総称
です。一定以上の熱で柔らかくなり、冷やすと硬くなってその形状
を保持できるスプリント材という素材を使用し、患者さん一人ひと
りに合わせて必要な形に整え提供します。市販されている物もあり
ますが、当院では医師の指示のもと、OTが材料の切り出しから作
成（形成）していくことも多いです。
　一例ではありますが、写真のスプリントは親指の関節炎などの
際、関節保護のために作成しました。

　近年、高齢者や運転に支障のある病気に罹患した方による交通事故が社会的に問題となっています。運転には「認知、
予測、判断、操作」など様々な能力が必要になります。作業療法士は運転に必要な操作が安全に行えるか評価・訓練したり、
場合によっては改造車（片手でハンドル操作ができる、左足でブレーキ・アクセル操作ができる等）の提案を行います。
　また、自動車教習所と連携し、同行して実車評価する場合もあります。全員が運転を再開できる訳ではありませんが、
難しいと判断された場合でも代替手段の提案や、地域で生活が成り立つようにサポートしています。

　移動、食事や着替え、トイレ動作など最低限の日常生活を行うための動作（ADL）や買い物、調理や洗濯などの家事動作
のような複雑な動作と判断が求められる応用的な動作（IADL）を安全に行えるように、反復練習や環境設定、自助具の選
定など行います。
　食事では食べる姿勢や箸が使えない場合の代替手段の検討、スプーンの大きさ
や持ちやすいような工夫もしています。着替えなどもボタンがはめにくい・靴下
がはきにくい場合、どのように工夫すればできるようになるか考えます。
　在宅で調理をしなければいけない場合は、写真のような道具（くぎ付きまな板
や握りやすい包丁など）を使用することで、非利き手での調理ができるかどうか
の評価や訓練を行います。

スプリント作成

作業療法士による自動車運転支援

　ReoGoⓇ-Jは、コンピューター技術とロボット工学を応用した
訓練装置です。
　脳卒中などにより麻痺した手に対して、作業療法士が機能に応じ
た難易度やプログラムを設定し、モニターを見ながら手を動かす訓
練を反復することで、麻痺した手の機能改善を図ります。

最新の作業療法

上肢用ロボット型運動訓練装置　ReoGoⓇ-J

5



霊場巡りの一コマ。
よく整備されている。

倉敷平成病院に勤務する医師の
オススメの食べものや曲などの紹介、

趣味の話や旅行記など…
どんなお話が聞けるかな？

Vol.17

　

お
遍
路
に
行
っ
て
み
た
い

―
。
コ
ロ
ナ
の

行
動
制
限
は
解
除
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
四
国

４
県
に
ま
た
が
る
約
１
２
０
０
㎞
の
旅
は
気
軽

に
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
の
よ
う
に
気
軽
に
旅
行
で
き
な
い
大
昔
、

昔
の
人
も
お
遍
路
に
行
き
た
い
け
ど
行
け
な
い

…
で
も
お
遍
路
に
行
き
た
い
…
そ
れ
な
ら
自
分

の
街
に
つ
く
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
っ
て

こ
と
で
全
国
に
「
移
し
巡
礼
」
と
呼
ば
れ
る
お

遍
路
を
模
し
た
霊
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
倉
敷

に
も
倉
敷
八
十
八
ヶ
所
霊
場
と
い
う
江
戸
時
代

中
頃
に
整
備
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
移
し
巡
礼
が

あ
り
ま
す
。
美
観
地
区
の
周
辺
で
赤
い
の
ぼ
り

が
上
が
っ
て
い
る
祠ほ
こ
らを

見
た
方
も
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
去
る
２

０
２
２
年
４
月
某
日
巡
礼
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

第
一
番
札
所　

七
十
四
番�

甲
山
寺
が
ま
ず
見

つ
か
ら
ず
苦
戦
、
倉
敷
公
民
館
の
北
側
の
道
路

を
本
栄
寺
に
向
か
う
途
中
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ

か
ら
観
龍
寺
の
境
内
を
抜
け
て
、
鶴
形
山
を
時

計
回
り
に
巡
礼
し
て
い
き
ま
す
。
鶴
形
山
の
麓

に
あ
ん
な
に
多
く
の
祠
や
路
地
が
あ
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
鶴
形
山
を
離
れ
る
と
ア
イ

ビ
ー
ス
ク
エ
ア
入
り
口
の
交
差
点
付
近
か
ら
向

山
を
登
っ
て
い
き
ま
す
。
獣
道
の
よ
う
な
山
道

に
祠
が
散
在
し
て
い
ま
す
、
夏
は
蛇
や
蜂
な
ど

に
注
意
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　

向
山
の
山
林
・
竹
林
を
抜
け
る
と
一
気
に
開

け
て
新
田
共
同
墓
地
に
で
ま
す
。
共
同
墓
地
か

ら
降
り
た
所
に
正
真
正
銘
の
讃
岐
う
ど
ん

チ
ェ
ー
ン
店
の
は
な
ま
る
う
ど
ん
が
あ
り
ま
す
。

お
遍
路
で
讃
岐
う
ど
ん
。
最
高
で
す
。

　

そ
の
後
は
船
倉
町
方
面
に

北
上
し
て
美
観
地
区
に
戻
る

の
で
す
が
、
倉
敷
在
住
30
年
、

毎
日
通
勤
で
走
る
道
路
か
ら

ち
ょ
っ
と
入
っ
た
だ
け
で
、

知
ら
な
い
お
寺
や
神
社
が
こ

ん
な
に
あ
る
と
は
新
発
見
で

す
。
見
慣
れ
て
い
る
は
ず
の

美
観
地
区
周
辺
で
も
、
通
っ

た
こ
と
の
な
い
路
地
か
ら
見

る
と
新
し
い
街
に
来
た
よ
う

な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
祠

の
八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
赤
い

の
ぼ
り
や
、
山
林
で
は
案
内
の
道
標
が
あ
り
、

よ
く
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
祠
や
お
堂
に
お
供

や
新
し
い
花
が
活
け
て
あ
っ
た
り
し
て
地
域
住

民
か
ら
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

美
観
地
区
か
ら
稲
荷
町
、
川
西
町
の
祠
を
参

拝
し
て
最
後
の
新
町
大
師
堂
で
結
願
と
な
り
ま

す
が
、
阿
知
３
丁
目
再
開
発
で
取
り
壊
さ
れ
て

駐
車
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
阿
知
中
の

交
差
点
に
移
転
し
て
い
ま
す
。
朝
10
時
頃
か
ら

出
発
し
て
16
時
頃
に
巡
礼
を
終
え
ま
し
た
が
、

向
山
で
散
々
迷
っ
た
の
で
先
達
が
い
れ
ば
４
～

５
時
間
程
度
で
巡
礼
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

以
前
は
観
龍
寺
主
催
で
春
・
秋
に
霊
場
巡
り

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
中

止
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
２
年
秋
か

ら
再
開
に
な
っ
た
模
様
で
す
。
い
や
ー
、
お
遍

路
っ
て
本
当
に
い
い
も
ん
で
す
ね
。

　

オ
ン
コ
ロ
コ
ロ　

セ
ン
ダ
リ
マ
ト
ウ
ギ　

ソ

ワ
カ
（
薬
師
如
来
）

倉敷でお遍路しよう！

呼吸器科部長　矢木　真一
兵庫県姫路市出身。兵庫県立龍野高等学校、川崎医科大学卒業。川崎医科大学附属病院、
倉敷第一病院、川崎医科大学附属川崎病院（現：川崎医科大学総合医療センター）等を経て、
2011年１月倉敷平成病院�呼吸器科医長着任。2016年９月より部長、現在に至る。
日本呼吸器学会専門医。内科学会認定内科医。
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大転子
30度

動画で紹介しています！

杖の種類と適応

倉敷平成病院　リハビリテーション部　理学療法士　木原　陸斗

自分にあった杖を使いましょう

１日 健康体操

　杖は足の不自由な方や高齢な方に自分で歩く喜びや、行きたいところに出かける楽しみを与えて
くれる介護用品のひとつです。杖と言っても様々な種類があり、それぞれの特徴を理解して、体の
状態や用途に合わせて選ぶことが大切です。
　今回はリハビリや日常生活で使用されている杖についてご提示し、またその中でも使用頻度が高
いＴ字杖（一本杖）の長さの合わせ方について紹介していきます。

１本杖の長さの合わせ方

●  １歩分ほど杖を前につき、
　 肘の曲がる角度が約30度になるように
　 長さを調節します［図１］。

●  足の付け根外側にある骨のでっぱり
　  （大腿骨の大転子という部分）に
　 グリップを合わせる方法もあります［図２］。

Ｔ字杖（一本杖）

握りがＴ字型になっている杖。
自立や歩行に少し不安がある
方に薦めることが多い。
自分で長さ調整できるものも
多い。

松葉杖

他の杖と比べて足へかかる体重を
大きく減らすことができ、足の骨
折された方に提供することが多い。
２本使えば片足を使わず歩くこと
ができる。

ノルディックポール

真っすぐな形をした２本
セットの杖。
背筋が伸び、バランスも
とりやすいためウォーキ
ングで使う方が多い。

４点杖

先が４点に分かれ安定性
のある杖。
脳卒中で片麻痺がある方
などで、麻痺のない手で
しっかりと体重を支える
必要がある方。

ロフストランド杖

腕を通すカフが付いている杖。
カフでも体重を支えることが
でき、握力・腕力が弱い方で
も安定しやすい。

図２図１
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所在地 倉敷市白楽町40（ピースガーデン倉敷４階）
T E L　 086-423-1112
定 員 18名（２ユニット）

対 象
倉敷市にご住所があり、
要支援２、要介護１～５と
認定された認知症の方

河
津
桜
を
お
花
見

ク
リ
ス
マ
ス
会

屋
上
庭
園
で
草
取
り

ピース
ガーデン

倉敷

ブログは
　こちらから！

�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ぞ
み　
　

�

介
護
科
長　
江
國　
寛

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ぞ
み
は
「
笑
う
の

ぞ
み
に
福
来
た
る 

～
み
ん
な
で
延
ば
そ
う

健
康
寿
命
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
運
営
す

る
、
認
知
症
の
方
が
利
用
で
き
る
施
設
で

す
。
全
室
個
室
で
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
と
は
９
名

ま
で
の
小
集
団
を
一
つ
の
「
ユ
ニ
ッ
ト
」

と
し
て
位
置
づ
け
、
固
定
配
置
さ
れ
た
顔

な
じ
み
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
ご
入
居
の
方

の
個
性
や
生
活
リ
ズ
ム
を
尊
重
し
た
暮
ら

し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
介
護
方
法
の
こ
と
で

す
。
当
施
設
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
が

「
介
護
福
祉
士
」
で
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に

寄
り
添
い
、
そ
の
方
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
や
外

出
が
難
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、

「
笑
う
の
ぞ
み
に
福
来
た
る
」

　
～
心
を
込
め
て
ケ
ア
し
ま
す
～

ピースガーデン倉敷 グループホームのぞみ
　「グループホームのぞみ」は社会福祉法人全仁会が運営する複合型介護施設
ピースガーデン倉敷の４階にある認知症対応型共同生活介護（グループホーム）
です。認知症により自立した生活が困難になられた方に対して安心と尊厳のあ
る生活を支援しています。
　認知症の方にとって生活しやすい環境を整え、少人数の中で「なじみの関係」
を作ることにより認知症状を軽減し、心身の状態を穏やかに保ちます。またご
本人の役割を見出すことで眠っていた能力を引き出し、ご本人らしい生活をし
ていただけるよう努めています。
　協力医療機関は倉敷平成病院で、特に認知症の対応については、認知症疾患
医療センター長涌谷陽介医師が担当医となっており、認知症はもちろんのこと、
認知症以外の病気についても相談しやすい環境が整っています。
　ご利用希望の方はお気軽にご連絡ください。

［上］日々の体操　
［下］全個室の居室

少
し
ず
つ
運
動
や
外
出
、
季
節
を
感
じ
ら

れ
る
行
事
や
誕
生
日
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
先
日
も
倉
敷
川
沿
い
の
河
津
桜
を
見

に
、
数
日
に
分
け
て
お
出
か
け
し
、
ご
入

居
の
方
全
員
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
華
や
か
な
ピ
ン
ク
色
の
桜
を
愛
で
、

大
変
喜
ば
れ
、
笑
顔
満
開
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
ご
入
居
の
方
々
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
施
設
運
営
を
心
が
け
て

ま
い
り
ま
す
。「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ぞ
み
」

の
様
子
は
ブ
ロ
グ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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⃝

倉
敷
老
健
　
⃝
倉
敷
在
宅
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
　
⃝
ピ
ー
ス
ガ
ー
デ
ン
倉
敷

⃝
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
倉
敷
　
⃝
グ
ラ
ン
ド
ガ
ー
デ
ン
南
町
　
⃝
ド
リ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
倉
敷

※
感
染
対
策
を
行
い
行
事
・
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
写
真
掲
載
の
許
可
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

倉敷老健

倉敷在宅総合
ケアセンター
ショートステイ

ドリーム
ガーデン

倉敷

ローズ
ガーデン

倉敷

グランド
ガーデン

南町

消
火
訓
練
の
実
施

　

例
年
は
火
災
を
想
定

し
た
避
難
誘
導
や
マ
ッ

ト
を
使
用
し
た
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
初
め
て
、
水
消

火
器
を
使
用
し
た
消
火
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
３
月
中
旬
か
ら
約
2
週
間
、
４
人
一
組

の
チ
ー
ム
で
、
実
践
的
な
使
用
方
法
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
実
際
に
ピ
ン
を
抜
い

て
レ
バ
ー
を
握
る
操
作
を
初
め
て
体
験

し
た
職
員
が
ほ
と
ん
ど
で
、
う
っ
か
り
ノ

ズ
ル
を
上
向
に
し
て
水
を
噴
射
し
て
し

ま
っ
て
慌
て
た
職
員
も
お
り
、
良
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。�

（
檀
上
）

ケ
ア
ハ
ウ
ス
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ピ
ー
ス
へ

　
当
施
設
内
併
設
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
休
止
を
受
け
、
１
月
か
ら
「
リ
ハ
ビ
リ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ピ
ー
ス
」（
同
法
人
運
営
・
倉

敷
市
白
楽
町
）
の
利
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ご
利
用
の
皆
様
が
日
々
の
通
所
を
、
ま
る

で
遠
足
へ
行
か
れ
る
よ
う
な
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
で
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
ご
様

子
に
、
職
員
も
思
わ
ず
笑
顔
に
な
り
ま
す
。
朝

夕
の
送
り
出
し
と
お
迎
え
は
で
き
る
限
り
職

員
総
出
で
対
応
し
て
い
ま
す
。�

（
猪
原
）

桜
咲
く

　

３
月
下
旬
、
日
差
し
も
春
ら
し

く
な
り
、
過
ご
し
や
す
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
春
を
感
じ
る
も
の
と
い

え
ば
、
や
は
り
桜
で
し
ょ
う
。
グ
ラ
ン
ド
ガ
ー
デ
ン

南
町
の
駐
車
場
の
周
り
に

も
桜
が
あ
り
、
ご
入
居
の

方
々
も
開
花
を
心
待
ち
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
今
日
は
３
輪
く
ら
い
咲

き
始
め
た
」
な
ど
嬉
し
そ

う
に
話
さ
れ
て
お
り
、
桜

に
は
ご
入
居
の
方
々
の
心

を
元
気
に
さ
せ
る
力
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。�

（
森
）

箏
曲
演
奏
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

例
年
、
箏
曲
演
奏
会

は
新
年
会
第
２
部
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
２
月
に

「
演
奏
会
」
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
お
琴
と
尺
八
の
生
演
奏
に
よ
る
和
の
調

べ
に
、
ご
参
加
の
皆
様
、
そ
し
て
職
員
も

心
が
癒
さ
れ
、
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
縁
起
が
良
い
紅
白
幕

が
飾
ら
れ
、
愛
ら
し
い
お
雛
様
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
、
心
豊
か
な
一
年
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。�

（
本
地
）

介
護
体
験

受
け
入
れ
ま
し
た

　

３
月
20
日
か
ら
の
５
日

間
、
教
職
員
を
目
指
す
方
の

介
護
体
験
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
教
員
免

許
取
得
に
は
平
成
10
年
よ
り
社
会
福
祉
施

設
な
ど
で
の
介
護
体
験
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
入
は
美
術
大
学
出
身
の
方
で
、

特
技
を
生
か
し
た
創
作
活
動
や
似
顔
絵
を

通
じ
て
ご
利
用
の
方
々
と
交
流
を
図
り
ま

し
た
。
ま
た
、
車
椅
子
操
作
や
バ
イ
タ
ル

測
定
な
ど
学
校
生
活
で
も
必
要
と
な
る
ケ

ア
に
つ
い
て
積
極
的
に
学
ぶ
姿
勢
に
我
々

職
員
も
良
い
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。（
樋
口
）
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眼
科
領
域
の
専
門
技
術
者
と
し
て
、
皆

さ
ん
の
目
の
健
康
を
守
る
視
能
訓
練
士
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．
仕
事
内
容
に
つ
い
て

　
　
教
え
て
く
だ
さ
い

　
視
能
訓
練
士
は
眼
科
領
域
に
お
け
る
医

療
従
事
者
で
あ
り
、
当
院
で
は
目
の
検
査

を
中
心
に
、
眼
鏡
を
合
わ
せ
た
り
斜
視
や

弱
視
の
訓
練
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
を
す
る
上
で
の
必
要
な
情
報
の

80
％
は
視
覚
か
ら
得
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。「
見
る
」
と
い
う
の
は
毎
日
の
生
活

に
直
結
し
て
い
ま
す
。
朝
目
覚
め
て
か
ら

夜
就
寝
す
る
ま
で
、
皆
さ
ん
に
は
視
覚
に

お
い
て
少
し
で
も
快
適
な
時
間
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
、
毎
日
の
業

務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

　
も
と
も
と
人
と
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
、
医
療
や
福
祉
分
野

の
専
門
職
を
目
指
す
の
も
良
い
な
、
と
考

え
て
い
ま
し
た
。

　
医
療
系
大
学
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
、

視
能
訓
練
士
っ
て
何
だ
ろ
う
？ 
面
白
そ

う
な
分
野
だ
な
、
と
ビ
ビ
ビ
ッ
と
き
た
の

が
、
今
の
私
の
始
ま
り
で
す
。

Ｑ
．
2
0
2
1
年
に

　
　
眼
科
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
新
眼
科
は
ど
う
で
す
か
？

　
２
階
の
外
来
フ
ロ
ア
内
で
引
っ
越
し
を

し
ま
し
た
。
眼
科
は
検
査
、
診
察
、
治
療

と
ひ
と
つ
の
科
内
で
完
結
さ
せ
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
以
前
は
色
々
な
機
器

が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て
い
て
、「
眼
科

は
暗
い
な
ー
」
と
言
う
声
を
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
、
患
者
さ
ん
の
受

診
の
流
れ
や
ス
タ
ッ
フ
の
動
き
や
す
さ
を

優
先
し
た
、
と
て
も
広
く
て
明
る
い
眼
科

に
。
車
椅
子
の
方
で
も
十
分
に
対
応
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
で
き
ま
し
た
。
私
た

ち
ス
タ
ッ
フ
の
働
き
や
す
さ
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
患
者
さ
ん
か
ら
も
気
持
ち
よ
く

過
ご
せ
る
と
の
お
声
を
多
く
い
た
だ
き
、

大
成
功
の
眼
科
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
し
た
。

Ｑ
．
日
頃
意
識
し
て
い
る
こ
と
、

　
　
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

　

緊
張
し
て
待
合
で
待
っ
て
い
る
患
者

さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
検
査
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
対
応
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
特
に
小
児
の
患
者
さ

ん
に
は
「
眼
科
楽
し
い
！ 

大
好
き
！
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

技
術
的
な
面
で
は
、
眼
科
医
師
の
必

要
と
す
る
情
報
を
収
集
す
る
の
が
私
た

ち
の
重
要
な
仕
事
で
す
。
患
者
さ
ん
の

訴
え
や
医
師
の
指
示
の
内
容
を
よ
く
考

え
、
必
要
な
検
査
を
正
確
で
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
行
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま

す
。

Ｑ
．
今
後
の
目
標
は
？

　
視
能
訓
練
士
は
、
私
に
と
っ
て
と
て
も

や
り
が
い
の
あ
る
大
好
き
な
仕
事
で
す
。

共
に
働
く
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
毎
日
多
く
の

学
び
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
技
術

や
知
識
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
大
変
で
は

あ
り
ま
す
が
、
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
と
一
緒
に
、
喜
ん
だ
り
時
に
は

悩
ん
だ
り
し
な
が
ら
も
た
く
さ
ん
の
経
験

を
し
、
安
心
し
て
任
せ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
視
能
訓
練
士
に
な
る
の
が
目
標
で
す
。

Ｑ
．
患
者
さ
ん
へ
ひ
と
こ
と

　
現
在
、
国
を
あ
げ
て
健
康
寿
命
を
延
ば

す
様
々
な
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
て
い
ま

す
。「
見
づ
ら
い
の
は
歳
の
せ
い
だ
か
ら

仕
方
が
な
い
か
な
？
」「
シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ

す
る
け
ど
我
慢
す
る
し
か
な
い
よ
な
」
と

日
々
過
ご
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
眼
科
で
ご

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
案
外
簡
単
に
解
消
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
も
し
か
し
た

ら
病
気
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
ぜ
ひ
ご
自
身
の
目
の
健
康
に
つ
い
て
少

し
気
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の

大
切
な
「
目
」
の
健
康
を
守
る
た
め
の
眼

科
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

プロフェッショナル

倉敷平成病院　眼科

石井　雅子

“広くて明るい眼科で
　　　「目」の健康を守ります”

［ Vol.17	］　視能訓練士

倉
敷
平
成
病
院

中
杉　

久
美
子

｜聞
き手｜
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i n f o r m a t i o n

倉敷平成病院　栄養科　科長　小野　詠子

ヘルシーレシピ

この度、当院で発行している一部の診断書・証明書の料金を改定させていただきました。
令和５年４月１日以降にご依頼いただきました文書より新料金となっております。
ご依頼される皆様へのご負担が増えることになりますが、何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。
書類に関しましてご不明な点等あれば受付までお問い合わせください。

診断書・証明書料金の一部改定のお知らせ
医事課　主任　髙岡　真由美

ポキとは魚の切り身という意味のハワイ語で、ポキ丼は魚の切
り身を醤油やごま油で和えるだけの簡単ハワイ料理です。
忙しくてもタンパク質をしっかり食べましょう。せっかくなの
でアボカドやきゅうり、レタスも添えてバランス良く、ご飯は
ちょっと控えめに。暑くなるこれからの時期、火を使わずにで
きるのも嬉しいポイントです。

栄養成分１人前［ご飯130gとして］

エネルギー：427kcal　タンパク質：21g　塩分：2.1g

マグロとサーモンの
ポキ丼

１ まぐろ、サーモンを角切りにし、
　 合わせた調味料に10分以上漬けておく。
２ アボカド、きゅうりを角切りにして１と混ぜる。
３ 丼にご飯をついで、レタス、２、枝豆を盛り付ける。
４  白ごまをふって
　 ブロッコリースプラウトを添えたら完成。

作り方

まぐろ……………… 100g
サーモン…………… 100g
醤油…………… 大さじ1.5
みりん………… 大さじ1.5
ごま油…………… 大さじ1
コチュジャン
　　…………… 大さじ1.5

材料［３人分］

アボカド……………1/2個
きゅうり……………1/2本
レタス…………………15g
枝豆……………………20g
ブロッコリースプラウト
　………………………少々
白ごま…………… 小さじ1
ご飯………… 1人分130g

【改定となる診断書・証明書】

診断書名 旧料金 新料金
入院・通院証明書（保険会社提出用） 3,300円 5,500円

臨床調査個人票 2,200円 4,400円

領収証明書 550円 1,100円

おむつ使用証明書 550円 1,100円

※医療費控除の添付に必要な書類につきましても、おむつ使用証明書と同様の料金となります。
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月曜日～金曜日 ８：30 ～ 17：00　土曜日 ８：30 ～ 12：00窓口対応時間
086-427-6550TEL （直通） 086-427-1197FAX （直通） 

倉敷平成病院　地域医療連携センター

ご不明な点がございましたら、
お気軽に下記までお問い合せください。

開業医
1,296件
（51％）

病院
966件

（38％）

整骨院
236件（9％）

施設等 
20件（2％）

紹介区分
2,518件

外来 2,213件
（88％）

入院 305件
（12％）

紹介件数
2,518件

　いつも当院の地域医療連携にご協力いただき、ありがとうございます。
　令和５年度がスタートしました。今年度は新たにリハビリテーション科の医師を迎え、
「救急から在宅まで何時いかなる時でも対応します」の理念のもと、
地域の皆様のお役に立てるよう誠心誠意対応させていただきます。
　令和４年度も下記に示すようにたくさんのご紹介をいただきありがとうございました。
　令和５年度も当院の窓口として地域の皆様のお役にたてるようにスタッフ一丸となって
取り組んでまいりますのでよろしくお願いいたします。 地域医療連携センター　課長　山川　恭子

紹介患者数／2,518件
紹介元／
　開業医：1,296件
　病　院：　966件
　整骨院：　236件
　施設等：   　20件

紹介患者数
2,518件のうち
　外来：2,213件
　入院：　305件

2022年度連携数（2022年４月～2023年３月）紹介の現状

令
和
５
年
度　
全
仁
会
グ
ル
ー
プ　
辞
令
交
付
式

４／１
　

４
月
１
日（
土
）、
全
仁
会
グ
ル
ー
プ
辞
令

交
付
式
が
、
４
年
ぶ
り
に
関
係
者
も
合
わ
せ
て

出
席
す
る
形
式
で
執
り
行
わ
れ
、
今
年
度
の
新

入
職
員
49
名
と
昇
格
者
へ
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
、

高
尾 

聡
一
郎 

理
事
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

に
辞
令
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
尾
理
事
長
か
ら
「
新
社
会
人
と
な
ら
れ
た

皆
さ
ん
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

実
習
が
少
な
く
、
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
戸
惑

う
こ
と
も
沢
山
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず

は
全
仁
会
職
員
と
し
て
の
生
活
に
慣
れ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
我
々
先
輩
職
員
は
皆

さ
ん
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
月
３
日（
月
）に
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科 

部
長 

川
本
定
紀
先
生
の
辞
令
交
付
式
も

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
入
職
員
は
、
医
療
安
全
や
感
染
対
策
、
一

時
救
命
処
置（
B
L
S
）研
修
な
ど
の
共
通
の

研
修
と
職
種
別
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
受
け
た

の
ち
、
各
部
門
へ
の
配
属
と
な
り
ま
す
。

　
新
入
職
員
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
業
務
を
行

い
、
患
者
さ
ん
に
安
定
し
た
医
療
・
介
護
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
し
っ
か

り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
模
様
は
当
院
Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
ニ
ュ
ー
ス
形
式
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

秘
書
・
広
報
部
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３
月
23
日（
木
）、
令
和
５

年
度
新
入
職
員
対
象
の
入
職
前

研
修
を
開
催
し
ま
し
た（
47
名

参
加
）。

　
午
前
中
は
、
各
々
の
自
己
紹

介
の
あ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
ず
「
ブ
ラ
イ
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
」
で
は
、
ペ

ア
と
な
り
、
１
人
が
目
隠
し
の

状
態
で
相
手
か
ら
の
指
示
だ
け

を
頼
り
に
障
害
物
の
あ
る
コ
ー

ス
を
通
り
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
会
っ

た
ば
か
り
の
同
期
と
の
ペ
ア
で
し
た
が
、
ど
の
ペ
ア
も
互
い
に
し
っ

か
り
声
を
掛
け
あ
い
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
る
の
が
印
象
的

で
し
た
。

　
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、「
も
し
飛
行
機
が
砂
漠
に
不

時
着
し
て
し
ま
っ
た
ら
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
グ
ル
ー
プ
全
員
が

生
き
残
る
た
め
の
方
法
を
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
方
式
で
考
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
就
業
規
則
の
説
明
や
４
月
か
ら
の
入
職
の
案
内
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
は
、
感
染
対
策
の
た
め
研
修
時
間
を
短
く
設
定
し
た
り
、

交
流
の
制
限
を
設
け
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
基
本
的
な
感

染
対
策
を
行
い
な
が
ら
以
前
の
よ
う
な
研
修
内
容
で
、
時
折
笑
い
声

も
聞
こ
え
る
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

４
月
か
ら
も
職
種
を
越
え
た
同
期
と
共
に
、
全
仁
会
で
の
活
躍
を
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。�

人
事
部　
主
任　

日
笠　
成
裕

新
入
職
員
対
象
の

入
職
前
研
修
を
開
催

３／23

　
令
和
５
年
３
月
16
日（
木
）・
17
日（
金
）に
第
29
回
全
仁
会
研
究

発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
平
川
宏
之
実
行
委
員
長
を
中
心
に
「
コ
ロ
ナ
か
ら
の

再
生
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
24
演
題
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
感
染

対
策
に
配
慮
し
、
救
急
棟
4
階
会
議
室
の
発
表
会
場
で
も
聴
講
可
と

し
、
そ
の
模
様
を
Z
o
o
m
配
信
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
の
開
催
形
式
に
加
え
、
会
場
設
営
や
配
信
状
況
の
確
認
な
ど
戸

惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
滞
り
な
く
会
を
進
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
大
き
な
困
難
の
中
で
も
前
向
き
に
患
者
さ
ん
、
ご
利
用

の
方
に
全
仁
会
の
医
療
、
福
祉
、
介
護
を
届
け
る
意
欲
に
満
ち
た
多

く
の
発
表
を
聴
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
新
た
な
取
り

組
み
を
基
盤
と
し
、
今
年
度
も
全
仁
会
発
展
の
礎
の
一
つ
の
取
り
組

み
と
し
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

�

研
究
発
表
大
会
実
行
委
員
会　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー　
　
　

 

�

統
括
課
長　

津
田　
陽
一
郎

３／
16・17

第
29
回
全
仁
会
研
究
発
表
大
会

開
催
報
告

新任医師紹介はじめまして！

リハビリテーション科　部長

川
かわ

本
もと

　定
さだ

紀
のり

　医師

【
出
身
地
】広
島
県　

【
趣
味
・
特
技
】

　

ド
ラ
イ
ブ
、
散
歩
、
珈
琲

【
専
門
】

　

脳
卒
中
を
中
心
と
し
た
中
枢
神
経

疾
患
の
ニ
ュ
ー
ロ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、摂
食
・
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、高
次
脳
機
能
障
害
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン　

等

【
資
格
】

　

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学

会
認
定�

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

専
門
医
・
指
導
医
・
認
定
臨
床
医

　

皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
１
日

（
土
）
よ
り
着
任
致
し
ま
し
た
。

　

前
職
で
は
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
を
中
心
に
、
急
性
期
な
ら

び
に
回
復
期
／
生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
診
療
を
中
心
に
担
当
し
て
お

り
ま
し
た
。
特
に
、
摂
食
・
嚥
下
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
／
高
次
脳
機
能
障
害

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
自
動
車
運
転

評
価
）／
ニ
ュ
ー
ロ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
第
二
の
故
郷
で
あ
る
倉
敷

に
来
る
こ
と
が
で
き
、
第
？
の
人
生
を

ス
タ
ー
ト
で
き
る
こ
と
に
感
謝
致
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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健
康
雑
誌
『
壮
快
』（
マ
キ
ノ
出
版
）
2
0
2
3
年
４

月
号
（
２
月
16
日
発
刊
）
に
、
当
院 

脳
神
経
内
科
部
長 

菱
川
望
先
生
の
取
材
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
先
生
は
、『
高
血
圧
を
自
分
で
治
す
極
意
』
と
い
う
コ
ー

ナ
ー
で
、『
イ
ラ
イ
ラ
を
鎮
め
腎
臓
の
働
き
を
活
性
化
！

高
血
圧
予
防
に
医
師
が
勧
め
る
降
圧
ヨ
ガ
を
公
開
』
と
題

し
、
高
血
圧
予
防
に
お
勧
め
の
ヨ
ガ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
体
を
ひ
ね
る
、
呼
吸
を
意
識
す
る
と
い
う
簡
単
な
動
き

で
腎
臓
の
働
き
を
活
発
に
し
、
血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
写
真
付
き
で
分
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
菱
川
先
生
は
当
院
で
も
Y
o
u
T
u
b
e
で
認

知
症
予
防
ヨ
ガ
を
紹
介
さ
れ
た
り
、
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ
を
設
立

さ
れ
た
り
と
、
ヨ
ガ
を
通
し
た
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
躍
に
も
注
目
で
す
。�

秘
書
・
広
報
部

　

１
月
27
日（
金
）・
28
日（
土
）に
山
口
市
K
D
D
I
維
新
ホ
ー
ル
に
て

第
62
回
日
本
定
位
・
機
能
神
経
外
科
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
感
染
症

対
策
を
施
し
、
３
年
ぶ
り
に
発
表
者
全
員
が
現
地
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
学
会
で
は
、
脳
深
部
刺
激
療
法
（
D
B
S
）
に
お
け
る
最
新
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
D
B
S
や
画
像
技
術
の
G
u
i
d
e 

X
T
が
話
題
で
し
た
。
当
院
で
も
両
者
導
入
し
て
い
る
た
め
他
施
設
で
の

状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
牟
礼
英
生
セ
ン
タ
ー
長
は
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
は
じ
め
、
多
く
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
わ
り
、
当
院
に
お
け
る
D
B
S
や
脊
髄
刺
激
療
法

（
S
C
S
）の
使
用
事
例
を
交
え
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
理
学
療
法
士

と
臨
床
工
学
技
士
も
研
究
や
業
務
内
容
に
つ
い
て
発
表
し
、
多
く
の
先
生

と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
S
C
S
の
バ
ー
ス
ト

D
R
刺
激
開
発
者
で
あ
る
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
O
t
a
g
o
大
学

D
i
r
k 

D
e 

R
i
d
d
e
r
教
授

（
オ
タ
ゴ
大
学
脳
神
経
外
科 

ダ
ー

ク
・
デ
・
リ
ッ
ダ
ー
教
授
）
と
対
談

す
る
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

院
で
も
バ
ー
ス
ト
D
R
刺
激
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
D
i
r
k 

D
e 

R
i
d
d
e
r
先
生
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
は
と
て
も
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
先
生
と
交
流
で
き
、
対
面
開

催
の
良
さ
を
改
め
て
感
じ
る
学
会
と

な
り
ま
し
た
。

�

臨
床
工
学
科　
臨
床
工
学
技
士　
　

�

主
任　

高
須
賀　
功
喜

　
２
月
24
日（
金
）・
25
日（
土
）に
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
協
会
第
41
回
研
究
大
会
in
岡
山
が
川

崎
医
療
福
祉
大
学
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
究

大
会
は
、
全
国
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
を
持
つ
病
院

が
参
加
す
る
も
の
で
、
今
回
は
感
染
対
策
を
実
施
し

つ
つ
の
現
地
開
催
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は

1
，7
1
2
名
に
の
ぼ
り
、盛
会
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
院
か
ら
は
21
名
が
、
7
演
題
の
発
表
（
理
学
療
法

士（
２
）、
作
業
療
法
士（
１
）、
言
語
聴
覚
士（
１
）、

M
S
W（
２
）、看
護
師（
１
））、大
会
運
営
（
企
画
委
員
、

当
日
運
営
ス
タ
ッ
フ
、
座
長
な
ど
）
で
学
会
に
協
力
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
医
師
を
は
じ
め
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
に
関
わ
る

多
く
の
専
門
職
種
が
一
堂
に
会
す
る
大
会
で
あ
り
、
他

院
で
の
取
り
組
み
や
、
他
職
種
の
研
究
発
表
を
聞
く
貴

重
な
機
会
と
な
り
、
今
後
の
当
院
に
お
け
る
病
棟
運
営

に
お
い
て
も
大
変
参
考
に
な
る
も
の
で
し
た
。

�

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー　
統
括
課
長　
　
　
　

�

津
田　
陽
一
郎

当
院
脳
神
経
内
科
部
長

菱
川
望
先
生
の
取
材
記
事
掲
載

２／16

１／
27・28

第
62
回

日
本
定
位
・
機
能
神
経
外
科
学
会
参
加

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
協
会 

第
41
回
研
究
大
会

in
岡
山 

に
参
加

２／
24・25

腎
臓
の
働
き
を
活
性
化
し
、

高
血
圧
予
防
に
お
す
す
め
の

ヨ
ガ
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

『
壮
快
』2
0
2
3
年
４
月
号

（
２
月
16
日
発
売
）
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【般】△△△錠　10mg	１錠
分１　就寝前　７日分

メディカの
サイトへ

「一般名処方」とは？ 「一般名処方」のメリット

　
こ
の
た
び
、
倉
敷
平
成

病
院
の
各
病
室
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
床
頭
台
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

※
床
頭
台
と
は
病
室
の

ベ
ッ
ド
横
に
設
置
し
て
い

る
台
の
こ
と
で
す
。

　
以
前
の
床
頭
台
と
の
違

い
は
引
き
出
し
式
冷
蔵
庫

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
多
床
室
の
患

者
さ
ん
に
は
共
用
の
冷
蔵
庫
を
使
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
が
、
今
後
は
専
用
の
冷
蔵
庫
で
保
管
い
た
だ
け
ま
す
。

そ
の
他
に
も
ハ
ン
ガ
ー
パ
イ
プ
や
収
納
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ボ
ッ
ク
ス
も
付
属
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
荷
物
や
貴
重
品

も
保
管
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
て
テ
レ
ビ
も
新

調
し
ま
し
た
。
角
度
変
更
が
容
易
に
な
り
、
ベ
ッ
ド
上
で
も

よ
り
視
聴
し
や
す
い
タ
イ
プ
の
も
の
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
テ
レ
ビ
利
用
料
を
変
更
致
し
ま
し
た
。
今
ま

で
は
時
間
式
の
テ
レ
ビ
カ
ー
ド
で
の
ご
利
用
で
し
た
が
、
２

月
よ
り
、
１
日
に
つ
き
3
3
0
円（
税
込
）の
テ
レ
ビ
・
冷

蔵
庫
の
利
用
料
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
っ
て
ご
入
院
中
の
患
者
さ
ん
が

よ
り
快
適
に
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
環
境
の
提
供
に
繋
が
れ

ば
幸
い
で
す
。

　
ご
不
明
な
点
等
は
当
院
売
店
（
運
営
：
㈲
ヘ
イ
セ
イ
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

㈲
ヘ
イ
セ
イ 

事
務
部
門　

原
尾　
省
吾

　
山
陽
新
聞 

朝
刊「
岡
山
の
医
療
健
康
ガ
イ
ド
メ
デ
ィ
カ
」に「
予
防

か
ら
始
め
よ
う
～
明
日
の
健
康
を
守
る
た
め
に
～
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
平
成
脳
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
長 
江
原
英
樹
先
生
・
眼
科
医
長 

石

口
奈
世
理
先
生
・
歯
科 

藤
田
麻
里
子
先
生
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
元
気
で
健
康
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
指
標
で
あ
る
「
健
康
寿
命
」
に
着
目
し
た
３
連
載
で
す
。

　
江
原
先
生
は
「
け
ん
し
ん
受
診
の
す
す
め
」
と
題
し
、
健
康
診
断

を
受
診
す
る
こ
と
で
病
気
に
な
る
前
に
疾
患
リ
ス
ク
を
発
見
し
て
予

防
し
た
り
、
早
期
発
見
・
治
療
を
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
明
し
ま

し
た
（
１
月
16
日
）。

　
石
口
先
生
は
「
ア
イ
フ
レ
イ
ル
対
策
～
目
の
健
康
寿
命
を
の
ば
そ

う
～
」
と
題
し
、
加
齢
に
よ
る
目
の
機
能
低
下
を
歳
の
せ
い
と
放
置

せ
ず
、
目
の
ケ
ア
が
必
要
と
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
目
の
健
康
寿
命

延
伸
に
繋
が
る
と
紹
介
し
ま
し
た
（
２
月
６
日
）。

　
藤
田
先
生
は「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」と
題
し
、「
８
０
２
０
運
動
」

や
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
」
を
挙
げ
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を

見
つ
け
、
お
口
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
食
事
な
ど
人
生
の
楽
し
み

が
増
え
る
と
紹
介
し
ま
し
た
（
２
月
20
日
）。

　

ま
た
、
４
月
20
日
に
は

「
の
ぞ
み
の
会
」
の
活
動

も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
掲

載
記
事
は
メ
デ
ィ
カ
の
サ

イ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。�

秘
書
・
広
報
部

床
頭
台
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

２月

山
陽
新
聞
「
岡
山
の
医
療
健
康
ガ
イ
ド

メ
デ
ィ
カ
」で「
予
防
か
ら
始
め
よ
う

～
明
日
の
健
康
を
守
る
た
め
に
～
」３
連
載

ご案内

４月

処方箋の表記が変更され「一般名処方」を開始しました
３月より当院の処方箋が「銘柄名処方」から「一般名処方」になりました。
処方箋の記載方法は変わりますが、調剤薬局で今までと同じ薬を受け取ることができます。

❶  処方箋には調剤される医薬品が記載され
ていますが、一般名（有効成分の名称）で
記載して処方することを「一般名処方」
といいます。

❷  厚生労働省が示している記載方法に準じ
て【般】＋「一般名」＋「剤形」＋「含量」
で記載されます。

　 ※ よく似た名称のお薬が多いため薬品の後に（先
発品○○）と記載しているものもあります。

「一般名処方」で記載された処方箋
では、有効成分が同一である医薬品
が複数あれば、先発医薬品でもジェ
ネリック医薬品でも、薬剤師と相談
して選ぶことができます。
ジェネリック医薬品は先発薬品より
も価格を安くすることができるため、
患者さんの負担軽減や国の医療費の
節減につながります。

ご不明な点がございましたら受付までお声掛けください。

0
8
6

－

4
2
1

－

7
9
0
2［
売
店
直
通
］

TEL

一般名で記載
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JR倉敷駅
山陽本線

イオン倉敷

ホテル1-2-3
倉敷

至倉敷IC

至岡山

至広島

至広島

至
水
島

至
児
島

至岡山

小町トンネル

旧2号線

笹沖

伯備線

芸文館

市民会館市立
美術館

美観地区

アリオ倉敷

倉敷工業高校 玉信

消防署

市役所

老松小

２

429

ローズガーデン倉敷
平成南町クリニック
グランドガーデン南町

倉敷在宅総合ケアセンター

ピースガーデン倉敷

N

ケアハウスドリームガーデン倉敷

倉敷平成病院
倉敷老健

全仁会グループ　社会医療法人 全仁会／社会福祉法人 全仁会／有限会社 医療福祉研究所ヘイセイ

倉敷老健
倉敷市老松町4-3-38
TEL.086-427-1111

住宅型有料老人ホーム　
ローズガーデン倉敷
倉敷市南町4-38
TEL.086-435-2111
平成南町クリニック

ケアハウス　
ドリームガーデン倉敷
倉敷市八軒屋275
TEL.086-430-1111
● ヘルプステーション

サービス付き高齢者向け住宅　
グランドガーデン南町
倉敷市南町1-12
TEL.086-435-2234
● 特定施設入居者生活介護
● ヘルプステーション南町
● 南町ケアプラン室

複合型介護施設　
ピースガーデン倉敷
倉敷市白楽町40
TEL.086-423-2000
● 地域密着型特別養護老人ホーム
● ショートステイ
● グループホーム
● デイサービス

倉敷在宅総合ケアセンター
倉敷市老松町4-4-7
TEL.086-427-0110
● 訪問看護ステーション
● ホームヘルプステーション 
● ショートステイ
● 通所リハセンター
● 予防リハセンター 
● ケアプラン室
● 高齢者支援センター
● ヘイセイ鍼灸治療院

倉敷平成病院
● 内科　● 脳神経内科　● 脳神経外科　● 脳卒中内科　● 整形外科　● 消化器科　● 循環器科
● 呼吸器科　● 耳鼻咽喉科　● 形成外科　● 皮膚科　● 眼科　● 総合診療科
● リハビリテーション科　　● 放射線科　● 麻酔科　● 和漢診療科　● 歯科
倉敷ニューロモデュレーションセンター
● 脳神経外科
倉敷生活習慣病センター
● 糖尿病　● 代謝内科
総合美容センター
● 美容外科 ● 形成外科 ● 婦人科　● 乳腺外科
認知症疾患医療センター
神経放射線センター
平成脳ドックセンター

倉敷平成病院
倉敷市老松町4-3-38
TEL.086-427-1111
FAX.086-427-8001

救急指定

全仁会グループ 倉敷平成病院 広報誌　No.109　2023年５月発行
社会医療法人全仁会　岡山県倉敷市老松町４丁目3-38　TEL 086-427-1111　FAX 086-427-8001　　倉敷平成病院　全仁会NEWS 編集委員News全仁会

ニュース

新年度が始まり、今年もハツラツとした新入職員が現場にはいっています。社会人の基本は「挨拶」と「報・連・相（ほう・れん・そう）」と自分が入職時
に教わり、その学びは現在も役立っています。お互いに気持ちのよい挨拶を大切にしていきたいです。（Y）編集後記

● 一部、撮影のためにマスクを外した写真を掲載しております。


